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評 価 結 果 概 要 表
【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3870104381 その方に応じた時間の流れの中、その方の意欲、気持ち、残存機能に、生活歴、趣味を勘案しながら生
活の中のリハビリへ働きかける事を大切にしています。外出は、なじみの場所、行きたいところをその方
に応じて外出しています。入浴は、モモ湯、ヨモギ湯、ゆず湯など季節に応じたお湯の楽しみや地域の
行事、運動会、秋祭り、青空市など参加をしています又ホームの行事も夕涼み、そうめん流しなど地域
の方との交流もおこなっています。移動販売のパン屋さんが月２回、販売に来られお好きなパンが購入
できます。月に1回、園芸療法で季節の野菜、お花をうえたり、音楽療法で療法士の方と相談しながら、
季節の歌、思い出の歌を歌いながら運動を行なっています。ご家族と一緒に過ごす時間を大切にして
います。

法人名 株式会社　ヨシケンコーポレーション

事業所名 グループホームいしい

所在地 〒７９１－１１０５　愛媛県松山市北井門３丁目14番28号

自己評価作成日 平成28年9月30日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

所在地

評価機関名

基本情報リンク先

平成28年10月26日訪問調査日

●平成22年度から、週2～3回、利用者と一緒に散歩しながらゴミを拾う「プチ美化運動」を継続して行っており、今
年7月の市民大清掃結団式の折りに優良団体として賞状をもらった。
●5月に事業所で看取りを支援した事例がある。家族が泊まって支援できるように、寝具や食事の準備も行った。終
末期が近くなった利用者については、体調等をみながら事業所側から提案して、利用者が娘さんやお孫さんと一
緒に大好きなお好み焼きを食べにいけるよう支援したケースがある。
●年１回、献立表を保健所の管理栄養士にみてもらい、アドバイスを受けている。調査訪問時には、台所のテーブ
ルでお好み焼きを焼いており、利用者もエプロンを着け、一緒につくったり、できる様子をみたりしていた。
●毎月、行事等がない３日間を選び、季節風呂の日を設けている。しょうぶ湯やゆず湯等、今月は、しょうが風呂を
楽しんだ。入浴前には、効能等を利用者に伝えており好評のようだ。
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愛媛県松山市千舟町6丁目1番地3　チフネビル501

項　　目 　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印 項　　目 　　　　　取　り　組　み　の　成　果

　　↓該当する項目に○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信
頼関係ができている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす
場面がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や
地域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の
関係者とのつながりの拡がりや深まりがあ
り、事業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生き
した表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむ
ね満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービス
におおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない
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サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援   ※用語について

  ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含みます。

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意味です。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含みます。

自己評価及び外部評価結果表

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議のうえ記入してください。

　●　全ての各自己評価項目について、「実施状況」を記入してください。

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

評価完了日 H２８　年　９月　５　日

(ユニット名） ２ユニット

記入者（管理者）

氏　名 河本　幸恵

事業所名　 グループホームいしい

ホップ 職員みんなで自己評価!

ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!

ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

－サービス向上への３ステップ－
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グループホーム　いしい（2ユニット） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

職員に理念について考えてもらいそれをまとめたものを毎朝
唱和し、職員全員で共有しケアの向上をできるようにしてい
る。　　　　　　６カ月毎に人事考査の中で理念の振り返りをし
ている。

(外部評価)

「初心を忘れない　素直な心　思いやりの心」と事業所理念
をつくり、居間に掲示している。

(自己評価)

事業所主催のそうめん流しや夕涼み会を行い地域の方も招
いて交流を毎年行っている。又、散歩時にゴミ拾いを行うプ
チ美化運動も行い、積極的に挨拶も行うよう努めている。町
内盆踊りへの参加や近隣の施設との交流は行っている。行
事の時は声かけをし招いている。

(外部評価)

平成22年度から、週2～3回、利用者と一緒に散歩しながら
ゴミを拾う「プチ美化運動」を継続して行っており、今年7月の
市民大清掃結団式の折りに優良団体として賞状をもらった。
地元団体が琴や三味線、又、手品のボランティアに来てくれ
ている。

(自己評価)

行事の際、地域の方やボランティア交流の中で認知症の方
と接してもらい理解や支援をしてもらい、また運営推進会議
も活用し説明・勉強をおこなっている。管理者が南中学校へ
福祉・認知症の人への理解を学生へ授業中で、話をする機
会を設けていただいたりしている。

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

3

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている

2 2

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している
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グループホーム　いしい（2ユニット） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

運営推進会議時、町内の方や包括の方達に活動内容を報
告し、意見や感想、改善点があるときは速やかに改善できる
よう努めている。行事の時は家族参加やボランティア参加の
声かけを行い、終了後はアンケートをとり改善できるように努
めている。

(外部評価)

会議は、地区内にある系列小規模多機能事業所と合同で
行っている。これまでは、公民館で会議を行っていたが、メン
バーに事業所のことをより知ってもらえるように、6月の会議
から開催場所を、事業所と小規模多機能事業所の交互で
行っている。会議には、町内会長や民生委員、家族や利用
者等が参加している。事業所から利用者の状況や活動を報
告して意見や要望を聞いているが、意見は少ない。

地域住民や地元の関係者とのつながりを拡げたり、深めたり
できるような会議の工夫が期待される。又、意見を引き出せ
るように議題等も工夫して、さらにサービス向上につなげて
いってほしい。

(自己評価)

運営推進会議やホームの行事などの際、日時の案内をさせ
ていただき参加の際には、利用者・職員と話す機会を作って
いると　　ともに事業所運営・利用者様・家族様への支援必
要時介護保険課の担当者の方と連絡をとり助言をいただい
ている。生活保護受給者に関しても生活福祉課の担当者と
状況連絡をおこなっている。

(外部評価)

夕涼み会開催時等には、市社協のおせったい通信や新聞
を通じてボランティアを募集している。運営推進会議時に
は、地域包括支援センターの担当者が参加して事業所の取
り組みを聞いてくれている。地域の子どもや高齢者を見守る
「まもるくんの家」「シニアまもるくん」に登録しており、玄関に
ステッカーを掲示して取り組みに協力している。

(自己評価)

拘束への勉強会を職員全員が受けるようにしており学んだこ
とを活かせるように努めている。又、職員同士でも拘束にあ
たらないかケアの見直しでカンファレンスも行っている。

(外部評価)

法人の年間研修計画に、高齢者虐待と身体拘束について
勉強する時間を採り入れている。同じ内容の研修を複数回
行い、すべての職員が受講できるよう取り組んでいる。又、新
人職員には、管理者が直接指導している。居室で転倒の心
配がある利用者については、カンファレンスで検討して、ベッ
ドをやめて畳を敷き、布団で休めるようにしていた。

5 4

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る

4 3

○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し
合いを行い、そこでの意見をサービス向上に活
かしている

6 5

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる
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グループホーム　いしい（2ユニット） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

勉強会を通して全職員が年に1回以上高齢者虐待防止法や
不適切なヘアについて学ぶ機会を設けている。参加できて
いない職員にも後日、勉強会の日を設け全員が学べれるよ
うにしている。

(自己評価)

勉強会や外部研修に参加を促している。その方の生活状況
を把握し、必要とあらば関連機関に相談し、管理者が職員に
も情報の共有を行っている。

(自己評価)

契約の際は、利用者様・家族様がしっかり理解ができ不安な
く入所できるように努めている。解約時も十分に説明を行い
理解・納得を図っている。契約後も不安や疑問点を面会時
や連絡時には、尋ねるようにしている。退居後も不安や疑問
点がある場合連絡いただけるよう説明をおこなっている。

(自己評価)

面会時や行事（そうめん流し・夕涼み等）など家族様への参
加を声かけをおこない家族様への要望・意見の確認に努め
ている。月１回の入居者様会議での利用者様に意見（行きた
いところ・食べたい物・大切な思い出・場所等）を確認しケア
に反映できるようにしている。また、ｱﾝｹｰﾄなどで頂いた意見
を運営推進会議で表せる機会を設け運営に反映できるよう
努めている。

(外部評価)

家族には、夏のそうめん流し・夕涼み会・年末の餅つきの際
に参加を呼びかけており、1～3名ほどの参加がある。調査訪
問時に家族の来訪があり、職員が「ゆっくりしていってくださ
い」と声をかけていた。家族の中には、小まめな連絡やよく話
を聞いてくれることについて、安心感を得ているような方が複
数いる。

さらに、今回の家族アンケート結果を家族との信頼関係作り
の取り組みの参考にしてはどうだろうか。家族は、利用者の
暮らしをともに支えるケアパートナーでもあり、一緒に活動す
るような機会等も工夫してみてほしい。

7

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内
での虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の
必要性を関係者と話し合い、それらを活用でき
るよう支援している

9

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明
を行い理解・納得を図っている

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
並びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている
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グループホーム　いしい（2ユニット） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

管理者は職員と個別で話しをする場を設け、意見や要望、
相談事を聞き、それらを取り入れることで働きやすい職場作
りに努めている。

(外部評価)

職員は、それぞれに委員会に所属して責任を持って取り組
んでいる。健康栄養委員会の職員が献立を立てている。

(自己評価)

年2回人事考査を行い、評価、助言をすることで、各自が向
上心を持って働けるよう努めている。管理者、リーダーは、
個々に面談や思いを聞き職場環境・条件の整備に努めてい
る。

(自己評価)

毎月勉強会を実地し個々のスキルアップに努めている他、
外部研修の案内を行い、研修を受ける機会を設けている。

(自己評価)

他施設の行事への参加や、自施設の行事に他施設のスタッ
フ、利用者様を招待するとこで交流を図っている。

(自己評価)

利用者様の情報共有をおこない利用者様が入居前の日課
や環境を大切にすることで利用者様の安心につなげれるよ
う努めるとともに職員が日々のかかわりを通して利用者様の
変化（表情・動作）に気づけるように努めている。利用者様の
情報を元に家族様に相談したりして、小さな変化にも気づけ
るように努めている。

11 7
○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている

12

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、やり
がいなど、各自が向上心を持って働けるよう職
場環境・条件の整備に努めている

13

○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくこと
を進めている

14

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する
機会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互
訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上さ
せていく取組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに
努めている
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グループホーム　いしい（2ユニット） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

ご家族様の不安や要望に対して傾聴、共感し信頼関係に努
めている。ご家族様来訪時に生活状況や医療面などをお伝
えし、何かあれば家族様と相談し一緒に考えていく。

(自己評価)

利用者様、家族様の情報をもとに、まず必要としている支援
（医療面・環境面等）を見極めれるよう努めている。利用相談
時、すぐ入居が難しい場合、利用者様家族様の意向をお聞
きしたうえで他の施設の紹介する等の対応をしている。

(自己評価)

その方の今までの生活を尊重し、その人らしく馴染みの空間
を大切にし、日々を楽しくすごしていただけるように支援して
いる。また、利用者様の要望に応えれるよう職員同士で話し
合いを行っている。本人様の希望される気持ちを大切にし
叶えれること・難しいことを説明しながら本人様との関係を築
いている。

(自己評価)

イベント時や外出時は家族様に連絡し参加していただいて
いる。来所時に家族様へ利用者様の様子や家族様の思い
もお聞きし利用者様と家族様の絆を大切にしながら共に行き
来できる環境に整えている。

(自己評価)

今までの生活を大切に考え家族様に協力していただき電話
でお話ができる、手紙のやりとりなどの支援をおこない。関係
が途切れないようにいている。ご友人知人の方がホームのほ
うに訪問ができるように努めている。

(外部評価)

地元からの利用者は、地域行事に出かけた際に知り合いと
会うことが多いため、積極的に出かけられるよう支援してい
る。個々の担当職員が利用者に年賀状を出す希望を聞き、
サポートしている。

16

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18

○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19

○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

特定非営利活動法人JMACS



グループホーム　いしい（2ユニット） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

他者との関わりが難しい方は、職員が間に入り共通の話題を
提供しコミュニケーションがうまく取れるように支援している。
食事作りやレクリェーションをとおして関係づくりを支援して
いる。

(自己評価)

退居後も自宅を訪問したり電話をしたりし生活状況を確認し
不安や悩みの相談を行っている。行事のお誘いもおこなっ
ている。

(自己評価)

アセスメントシートやひもときシート等、その時の状況に合わ
せたツールを使用し本人様家族様の意向の聞き取りを行っ
ている。本人様を含めたカンファレンスを行いケアプランに
反映できるよう努めている。

(外部評価)

要介護認定更新時期に、事業所独自の「チェックポイント
シート」を用いて、身体状況や本人の気持ちの現状把握に
取り組んでいる。同じ項目について家族からの情報も記入し
ている。職員は、意思表示が難しい利用者の思いを汲み取
ることに難しさを感じていた。

事業所は今後、個別ケアのさらなる充実を目指している。利
用者個々の生活歴やこれまでの習慣、これからの暮らし方
の希望等についての情報を整理して、利用者が何を求めて
いるか検討してはどうだろうか。

(自己評価)

アセスメントシートを使用したり、本人様、家族様より話しを聞
き、生活歴などの把握に努めている。

(自己評価)

その方の応じて（家事・趣味活動・運動等）の過ごし方、1日
の中で心身の情報・有する力の変化があれば連絡ノートに
記載したり申し送りノートに記載したり申し送りを行い、職員
間での情報共有に努めている。

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・
家族の経過をフォローし、相談や支援に努めて
いる

21

9

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23

24

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

25
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グループホーム　いしい（2ユニット） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

利用者様・ご家族様の思いを聞き取り、職員間で話し合いを
行い、意見を出し合い、その内容を元にケアプラン担当者が
介護計画書を作成している。また、担当中心に月末評価を
行いケアプランに反映していけるように努めている。必要に
応じて・福祉用具相談員理学療法士・看護師・主治医・言語
聴覚師の意見をお聞きし、本人様の現状にあった介護計画
を作成できるよう努めている。

(外部評価)

家族来訪時に、ケアへの要望や意見を聞いてケアプランに
反映している。「ポイントチェックシート」の情報をケアプラン
に採り入れている。プランは全員分をファイルに綴じ、職員
がいつでも見られるようにしており、日々の介護記録には、
長期目標の記号を入れて支援内容を記入する仕組みを
作っている。毎月数名の職員で集まり、カンファレンスをひら
き、「気になること」を話し合っている。又、毎月ケアプランに
ついて担当職員が「月末評価」をまとめ、6ヶ月ごとの見直し
につなげている。

(自己評価)

日々の様子や状態を記録に残し、利用者様の表情や、話し
た言葉も記入している。また、職員間で情報共有し、日々の
ケアに活かせるように努めている。

(自己評価)

利用者様や家族様の希望を少しでも叶えていけるようにそ
の時に応じてサービスを利用している。また、月に１度、入居
者会議や日々の会話の中で出た内容を反映しながら、サー
ビスの提供、行事等の参加に努めている。

(自己評価)

地域の行事（夏祭り・秋祭り・運動会等）に参加させていただ
いている。防災訓練には、地域の方の協力していただけるよ
うに案内に努めている。

28

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

29

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援している
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グループホーム　いしい（2ユニット） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

主治医は、入居時に入居者様・家族様に選んでいただいて
いる。定期的な往診電話相談や特変事には、随時往診もし
ていただいている。

(外部評価)

入眠剤により、うとうとする状態や昼夜逆転が見らるように
なった利用者がおり、医師に状態を報告して減薬し、状態が
改善したような事例がある。医療行為が必要な利用者には、
訪問看護師が入り支援しているケースがある。

(自己評価)

2週間に1回訪問看護があり状態を伝えている。入居者様の
体調が優れないときは、医師・看護師と連携をとりながら対応
ができるように支援している。訪問看護ノートで情報の共有
をおこなっている。

(自己評価)

情報共有など医療との連携を取るようにしている。家族様に
も不安を与えないよう状況を分かりやすくお伝えしていくよう
にする。また、定期的な面会を行い出来るだけ看護士とも情
報交換を行うよう努めている。

(自己評価)

今までと変わらない生活ができるように支援し、入居時に家
族様に看取りケアの方針について話し同意書を書いても
らっている。利用者様に救急対応について主治医・家族様と
話し合い、方針確認し、確認内容に沿ったケアができるよう
職員間で情報共有している。

(外部評価)

5月に事業所で看取りを支援した事例がある。家族が泊まっ
て支援できるように、寝具や食事の準備も行った。終末期が
近くなった利用者については、体調等をみながら事業所側
から提案して、利用者が娘さんやお孫さんと一緒に大好きな
お好み焼きを食べにいけるよう支援したケースがある。

30 11

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

31

○看護職との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師
等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受
診や看護を受けられるように支援している

32

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努めている。ま
たは、そうした場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている。

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる
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グループホーム　いしい（2ユニット） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

勉強会で消防隊員の方に来ていただき救命処置・応急手当（止
血・骨折時）災害時の身近にあるものでの応急手当方法の実技指
導や運営推進会議時に看護士による救命処置・詰まった時の対応
など職員・利用者様・家族様・地域の方をふまえて訓練を行なって
いる。緊急マニュアルも作成しそれに沿って対応していますが、
個々の緊急対応の細かな内容は申し送り記入などで職員に周知
徹底し、情報交換している。医療・家族様との細かい対応確認をし
ている。

(自己評価)

避難訓練を定期的に行うようにしている。消防署の方にも立
ち会っていただき、地域の方や同事業所に協力していただ
いている。終了後には反省会を開き、全職員がいざというと
き適切な行動ができるように努めている。

(外部評価)

一階の居間から外に出るには段差があるため、キャリーで2段の階
段を作っている。5月の避難訓練時には、夜間想定の訓練を行い、
２階ユニットは利用者をベランダまで誘導するよう、消防署よりアド
バイスがあった。運営推進会議時に話し合った際には、メンバーか
ら「近所の人達の協力が必要」とアドバイスがあり、事業所では、訓
練実施のたびに、一緒に取り組めるよう声をかけたいと話してい
た。

(自己評価)

大切な書類や利用者様の個人情報などはスタッフルームや
管理の元に置くなどし対応している。また、丁寧語に努めて
いる。羞恥心の配慮も行い、聞かれたくない話のときは居室
で話をするよう心がけている。

(外部評価)

居間の畳のスペースには、終末期を過ごす利用者が横になって過
ごしており、通路側には、つい立を立てていた。職員は頻繁に様子
を見に行き、話しかけたり、手を擦ったりしていた。起きている時に
は、外の空気を感じられるように、「窓を開けておきましょうか」と
言って窓を開けていた。音楽療法への参加の有無や日常の更衣
時にも、利用者が選んだり決めたりする場面を作っている。

(自己評価)

外出時や入浴時、起床時には衣服を選んでいただいてい
る。小さな事から本人様の意見を聞かせていただいている。
悩んでいたり、落ち込んでいたときは話をお聞きし本人様の
思いに沿えるよう対応していけるよう努めている。

34

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての
職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている

35 13

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身につ
けるとともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14
○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

37
○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている
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グループホーム　いしい（2ユニット） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

利用者様の1人１人の生活リズム（活動・休息）体調に合わせ
ながらできるだけ満足のいく充実した生活を送っていただけ
れるように努めている。また、1つの事柄に対しても利用者様
の意見をお聞きしその時の希望に沿って支援している。

(自己評価)

月1回美容サービスの方が来ていただき、カットをしたり毛染
めをしたりしている。また、外出の際は、普段着とは違う外出
着を利用者様と服装を決めたりしている。日頃から、整容・整
髪・男性利用者様の髭剃りの支援をおこなっている。

(自己評価)

料理の盛り付けや食材の根取り・お盆拭き・台拭き等積極的
に行ってくださる。メニューに季節のものや利用者様の嗜好
品を取り入れ食事の生活が1つの楽しみになるように努めて
いる。

(外部評価)

年１回、献立表を保健所の管理栄養士にみてもらい、アドバ
イスを受けている。調査訪問時には、台所のテーブルで昼
食のお好み焼きを焼いており、利用者もエプロンを着け、一
緒につくったり、できる様子をみたりしていた。お好み焼き
は、利用者の状態により、一口大に切って盛ったり、食べに
くそうにしている方には、配膳したお皿の上で切り分けてい
た。職員は利用者と同じものを食べていた。

(自己評価)

健康栄養員が作成している献立表を栄養士に確認をしてい
ただき栄養バランスの助言をいただいている。日々、食事・
水分を確認し利用者様の摂取量を確認している、必要に応
じて嗜好品を取り入れたり・主治医へ相談をしたり、栄養面・
水分面が確保できるよう支援している。

(自己評価)

起床・就寝・食後に口腔ケアの声掛け、介助など行ってい
る。ご自分でできない方、磨き残しがある方などは仕上げ磨
きを行っている。歯科検診をおこない、歯科医・衛生士の助
言をいただきながら個々に応じた口腔内の清潔保持に努め
ている。

38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよ
うに過ごしたいか、希望にそって支援している

39
○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 15

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

41

○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている
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グループホーム　いしい（2ユニット） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

排泄チェック表や時間の間隔があいている時は、声掛けを
行い、本人様の排泄パターンを把握できるように努めてい
る。夜間は必要に応じてＰトイレを使用している。また、チェッ
ク表や変化が見られるときは、カンファレンスを行いなるべ
く、トイレでの自立にむけた排泄支援に努めている。

(外部評価)

尿量を量る等して、健康管理をしたり、適切な排泄用品の使
用に活かしている。退院時におむつを使用していた利用者
について排泄チェックシートを付け、トイレ誘導にて自立に
向けた支援を行っている事例がある。

(自己評価)

毎日、排便の有無を記録に残し、排便がみられないときは主
治医に相談し便薬を調整し対応している。なるべく、自然に
排便がみられるように、散歩や軽い運動、水分補給に心が
け、腹部の張りがみられるときは腹圧マッサージを行ってい
る。また、食事メニューにも繊維質のものを取り入れたのもを
入れるようにしている。

(自己評価)

入浴の準備は利用者様とおこない、衣服などご自分で選ん
でいただいている。毎日入浴剤を変えたり、毎月、季節の湯
という日を作り、季節感が味わえるようにし、その方に応じて
の入浴時間、タイミングにあわせて入浴を楽しんでいただけ
るようしている。

(外部評価)

毎月、行事等がない３日間を選び、季節風呂の日を設けて
いる。しょうぶ湯やゆず湯等、今月は、しょうが風呂を楽しん
だ。入浴前には、効能等を利用者に伝えており好評のよう
だ。２階にはリフト浴があり、状態に応じて他ユニットの利用
者も利用している。利用者によっては、こだわりの椅子の向
きがある方があり、職員が事前にセットしている。好みのシャ
ンプーを使用する方もいる。

(自己評価)

日中眠気が強かったり、体調がすぐれていないときなどは、
居室等休息がとれるように声掛け支援している。リビングに
は、ソファーベットがあるので、ソファーでも休息ができるよう
にしている。散歩時太陽の光を浴びることで体内時計のリ
セットや音・室温調整をおこない安心して気持ちよく眠れるよ
うに努めている。

43 16

○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立にむけた支援を行っ
ている

44

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防
に取り組んでいる

45 17

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援を
している

46

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している
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グループホーム　いしい（2ユニット） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

医療ノート,申し送りノートを活用し、往診時の状況や変更
点、利用者様の体調状態の確認を行っている。変更があれ
ば、申し送りでも伝えたり薬チェック板も変更し薬の服薬ミス
防止にも努めている。先生や薬剤師に確認しながら薬の目
的・副作用・用法・用量の把握に努めている。

(自己評価)

昔からの趣味や楽しみなど利用者様や家族様からお聞き
し、今、できることを継続して行えるよう支援している。嗜好品
では、朝、パン食の方はご飯でなくパンをお出ししたり珈琲
をお好きな方はお出ししている。時には、喫茶店に行ってお
好きなものをたのまれ気分転換を行っている。

(自己評価)

毎日の散歩を日課として取り入れてはいるが、その日の気温
や状況で毎日はいけていない。散歩の時間に本人の要望が
あれば買い物や、近隣をドライブしている。半年に1度は外
出計画を立て、遠出や外食など普段できないことを支援して
いる。

(外部評価)

利用者と一緒に洗濯ものを干したり、一緒に買い物に行く等
して外に出る機会を作っている。喫茶店に出かけたり、近く
の白山神社に初詣に出かけたり、お祭りに参加したりしてい
るが、事業所では、外出する機会が少なくなっていると感じ
ている。

これまでの外出の習慣や希望について情報を収集したり、
又、家族等とも話し合いながら協力し合って支援に取り組ん
でほしい。馴染みの場所や人、懐かしい場所、思い出のある
場所等を訪ねたり、さらに、地域の中にちょっと出かけて気
分転換を計ったり、くつろげるような場所を開拓してみてはど
うだろうか。

(自己評価)

購入したいものがあるときは、初めにどういったものかをお聞
きし、大体いくらかかるのかを調べ、家族様や後見人に連絡
し承諾を得てから、ご本人様とともに購入するよう手順を踏ん
でいる。本人様にもいくら使い、後で精算させていただくこと
も説明を行っている。

(自己評価)

電話ができる方は、職員が見守りを行いながら家族様や友
人の方となるべくお話しが行えるよう支援している。また、季
節ごとの挨拶などは、ご本人様に書いていただき、書けない
方には職員が代筆を行いご本人様の言葉を書き送るよう努
めている。

47

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48

○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の希望を把握し、
家族や地域の人々と協力しながら出かけられる
ように支援している

50

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金
を所持したり使えるように支援している

51
○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている
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グループホーム　いしい（2ユニット） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

汚れが生じた場合は速やかに掃除をおこなうよう心がけてい
る。また、毎日、定期的な換気を行ったり室温の確認を行い
温度管理につとめている。毎月、季節に応じた、飾りつけや
季節の花など飾り付けを行っている。

(外部評価)

庭の広場にパン屋が来た時には、利用者も外に出て好きな
ものを選んでいる。庭では、夏場は夕涼み会を行ったり、季
節によって菜園を作ったりしている。以前、看取った利用者
の家族が毎月、玄関に押し花の額を飾ってくれている。今月
は、コスモスの押し花を飾ってくれていた。廊下には、職員の
家族が作った季節のタペストリーを飾っていた。カウンターに
は、庭で摘んだピンク色のハナカタバミの花を飾っていた。

(自己評価)

その人にとって居心地の良い居場所を探っていき、周りにも
配慮するように努めている。また、居室で過ごす時間、ご本
人様が興味があるもの（新聞を読む・お好きなTV番組等）を
提供し、リビングで孤立しないよう職員が間に入り他者とも交
流できるように努めている。また、玄関先のベンチで気のあっ
た利用者様同士で外の風にあたりながらお話できる場所の
工夫もしている。

(自己評価)

その方の身体状況にあったベットを使用したり、身体状況に
問題がない方は、自宅で使われていたベットや布団などを
持ち込まれている。また、利用者様のご家族写真や使い慣
れた、タンスや鏡台、仏壇等居室に持ってきてくださってい
る。

(外部評価)

居室の入り口には、防炎加工されたのれんに、本人の顔写
真付きの表札をかけている。タンスや鏡台を持ち込んでいる
方は、寒くなると床にじゅうたんを敷いて冬支度をしている。
ベッドの柵に手等を挟み込まないように、段ボールでカバー
しているところがあった。

(自己評価)

トイレの場所がわかるよう、標識を貼っている。居室がわかる
よう表札や顔写真を貼ったり、入口の暖簾の柄で分かりやす
くなるよう努めている。利用者様が安全に歩行、自走できるよ
う障害物をなくし、見守りを行っている。また、施設の故障箇
所は速やかに修繕するように努めている。

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した
生活が送れるように工夫している

53

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫を
している

52 19

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている
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